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序章 
 

（１）調査の背景と目的 

 中小企業は一国の経済活動に占める比重が大きく、その振興は、わが国を含む多くの国において

重要課題として位置づけられている。また、産業基盤の強化、雇用創出、地域経済の発展、市場経

済化の推進といった役割が、途上国の抱える多くの開発課題の克服に役立つとの認識が広く共有さ

れており、途上国側、援助機関側双方にとって重点支援セクターとなっている。 

 このような背景のもと、JICA では、2000 年に実施した連携促進事業（中小企業振興分野知的支援）

により、「途上国に対してより質の高い中小企業振興協力を行うには何をなすべきか」という観点

から各種支援方法を検討した。また、2002 年には「開発課題に対する効果的アプローチ（中小企業

振興）」により、課題の整理、過去 JICA が行った協力実績のレビュー、具体的な協力実施案件の形

成、実施上の留意点をとりまとめた。 

 JICA はこれまで中小企業振興分野に対する取り組みとして、主に中規模企業をターゲットとして

産業競争力強化及び裾野産業育成に係る協力を中心に展開してきた。一方で、零細企業を対象とし

て地域経済の発展、地場産業振興に重点をおいた協力についてはほとんど実績を有さない。1 

 

 しかしながら、経済発展が未成熟な途上国では、中規模企業、裾野産業の育成を行う前に、まず

は地域経済の活性化、貧困削減、雇用の創出のツールとして零細企業振興を期待することが多い。

また、産業構造の面で多くの途上国が抱える問題として、企業が大企業層と零細企業層の 2 層から

構成されており、2 その間を結ぶ中規模企業層が薄いこと（"missing middle”）があげられる。かか

る背景のもと、零細企業振興に対する協力要請は年々高まっている。 

 

 また、中小企業振興分野における援助の世界的な流れは公的機関主導型から民間主導型に移行し

つつあり、中小企業振興に係る唯一のドナーコミッティである小企業振興ドナー委員会（The 

Committee of Donor Agencies for Small Enterprise Development）でも、1998 年以来、特に民間団体から

零細・中小企業に対して提供される BDS（Business Development Service）に関連する議論が行われて

きた。BDS とは、トレーニング、コンサルティング、マーケティング、技術開発、情報提供、ビジ

ネスリンケージの促進等、中小企業の企業活動を支援するサービス全般を指している。 

 これまでの各ドナーの努力により 2001 年に『Business Development Services for Small Enterprises: 

Guiding Principles for Donor Intervention 2001 Edition』がとりまとめられ、BDS による中小企業振興理

論は一応確立されたかに見えるが、当分野における援助経験の蓄積はまだ十分とは言えず、その手

法は依然確立途上にある。 

 

 本報告書では、中小企業振興分野の中でも「零細企業振興」及び「BDS」の 2 分野における①基

本事項の整理、②他ドナーの取り組みについて情報収集・分析を行い、③今後の協力の方向性につ

                                                             
1 参照：国際協力事業団『開発課題に対する効果的アプローチ（中小企業振興）』2002 年 
2 参照：「小規模・零細企業」とは小企業と零細企業を指す。従業員数で見た場合、世界銀行の定義では小企業が 11 ～50 人、

零細企業が 10 人以下である。ちなみに、中企業は 51 ～300 人で大企業は 301 人以上となる。（詳細は、第 1 章を参照） 



いて考察を行う。 

 

（２）調査の内容 

 「零細企業振興」及び「BDS」に関し、下記の項目の調査を行った。 

１）零細企業振興 

① 基本事項の整理 

・零細企業を振興する意義 

・日本における零細企業振興政策・振興体制とその評価 

・零細企業発展の成功事例 

・零細企業振興の手法 

② 他ドナーの援助動向 

・零細企業協力に係る援助方針及び地域戦略 

・零細企業協力の手法 

・モニタリングと評価方法 

・プロジェクト事例とその評価 

③ 今後の協力の方向性 

・零細企業振興における政府／ドナーの役割 

・零細企業協力のアプローチと手法 

・零細企業協力プロジェクトのモニタリングと評価 

２）BDS 

① 基本事項の整理 

・BDS を振興する意義 

・BDS 理論の俯瞰 

・日本でみられる BDS 政策と成功事例 

・BDS の諸課題 

② 他ドナーの援助動向 

・BDS に係る援助方針及び地域戦略 

・中小企業振興プロジェクトにおける BDS の活用方法 

・モニタリングと評価方法 

・プロジェクト事例とその評価 

③ 今後の協力の方向性 

・BDS 支援における政府／ドナーの役割 

・中小企業振興プロジェクトにおける BDS の活用方法 

・BDS プロジェクトのモニタリングと評価 

 

（３）調査の方法 

 調査は、コンサルタント 2 名が「零細企業振興」と「BDS」のそれぞれの分野を分担のうえ、

海外調査（ドナー訪問）前の国内調査、海外調査、帰国後の国内作業に分けて実施した。 

 



１）国内調査（海外調査前） 

① 既存資料の収集・整理・分析 

② 海外調査事項の整理 

③ 調査票の作成と発送 

２）海外調査 

 ドナー（国際機関、二国間援助機関）を訪問し、担当者と意見・情報交換、並びに関連資料の

収集を行う。 

３）国内作業（現地調査後） 

① 『帰国報告書』の作成 

② 収集した情報・資料の分析 

③ 『調査報告書』の作成 

 

 なお、訪問したドナー機関（カッコ内本部所在地）、担当コンサルタントは下記のとおり。 

 

１）零細企業振興（海外調査：2003 年 3 月 10 日～22 日、担当：菊池 剛（株式会社 日本開発

サービス 調査部主任研究員）） 

① 国連開発計画（UNDP） （ニューヨーク） 

② 国連資本開発基金（UNCDF）（ニューヨーク） 

③ 世界銀行／国際金融公社（World Bank/IFC）（ワシントン） 

④ 米州開発銀行（IDB）（ワシントン） 

⑤ 国際労働機関（ILO）（ジュネーブ） 

⑥ 多国間投資保証機関(MIGA)（ワシントン） 

⑦ 国連貿易開発会議（UNCTAD）（ジュネーブ） 

⑧ 国連工業開発機関（UNIDO） （ウィーン） 

 

２）BDS（海外調査：2003 年 3 月 11 日～23 日、担当：青木祐二（監査法人 トーマツシニアマ

ネジャー）） 

① 世界銀行／国際金融公社（World Bank/IFC）（ワシントン） 

② 国際労働機関（ILO）（ジュネーブ） 

③ 米国国際援助局（USAID）（ワシントン） 

④ 英国国際開発省（DFID）（ロンドン） 

⑤ ドイツ技術協力公社（GTZ）（エシュボーン） 

 



 

略語表 
 

ADB(AsDB) : Asian Development Bank（アジア開発銀行） 

ADB(AfDB) : African Development Bank（アフリカ開発銀行） 

BDS : Business Development Services 

CGAP : Consultative Group to Assist the Poorest 

DAC : Development Assistance Committee（開発援助委員会） 

DfID : Department for International Development（英国）国際開発省 

IBRD : International Bank for Reconstruction and Development（国際復興開発銀行） 

IDA : International Development Association（国際開発協会） 

IDB : Inter-American Development Bank（米州開発銀行） 

IFC : International Finance Cooperation（国際金融公社） 

ILO : International Labour Organization（国際労働機関） 

JBIC : Japan Bank for International Cooperation（国際協力銀行） 

JICA : Japan International Cooperation Agency（国際協力事業団） 

MFIs : Microfinance Institutions（小口金融機関） 

MIGA : Multilateral Investment Guarantee Agency（多国間投資保障機関） 

MSMEs : Micro, Small and Medium Enterprises（零細・中小企業） 

NEPAD : The New Partnership for Africa’s DEVELOPMENT 

  （アフリカ開発のための新パートナーシップ） 

NGO : Non- Government Organization（非政府組織） 

OECD : Organisation for Economic Co-operation and Development （経済協力開発機構） 

PSD : Private Sector Development （民間セクター開発） 

SMEs : Small and Medium Enterprises （中小企業） 

UNCDF : United Nations Capital Development Fund（国連資本開発基金） 

UNCTAD : United Nations Conference for Trade and Development（国連貿易開発会議） 

UNDP : United Nations Development Programme（国連開発計画） 

UNIDO : United Nations Industrial Development Organization（国連工業開発機関） 

USAID : United States Agency for International Development（米国国際開発庁） 

WBG : World Bank Group（世銀グループ。IBRD、IDA、IFC、MIGA より構成） 

 

小企業振興ドナー委員会 : Committee of Donor Agencies for Small Enterprise Development 
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